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テスト0.58,Up& Goテス トー 0.92,普通歩
行速度-0.77,普通歩行歩数-0.77,最大歩行
速度-0.84,最大歩行歩数-0.81であり,すべ
ての項目において有意な相関が認められた｡以
上の結果より,今回の体力測定方法はいずれも
移動動作能力を反映していることが示唆された｡
とくに相関係数がもっとも高かった Up&Go
テストは,立ち上がりや歩行,方向転換といっ
た移動動作の要素を含んでおり,簡便かつ安全
でありながら移動動作能力を総合的に評価でき
る方法であると考えられた｡
4.不登校対策における小集団活動の活用につ
いて
菅 佐和子
(一般教育)
我が国における不登校児童 ･生徒数の著しい
増加に伴い,不登校の原因に対する見解も,従
来のように本人と家庭のみの問題とみなすので
はなく,学校や社会の状況に起因する場合も多
いことを認めるなど,視野の広がりが見られる
ようになった｡それによって,援助の方法も多
様になり,なかでも各地に公的な ｢適応 ･指導
教室｣が開設されたことは特筆すべきこととみ
なせよう｡
演者は約25年前からカウンセラーとして不登
校のケースに対する個人心理療法に携わってき
た｡その過程のなかで,特に思春期事例の場合,
一般に個人面接としての深まりが達成できたと
してもそれだけでは元の学級への再参加がきわ
めて困難になってきたことを痛感してきた｡そ
ー 70-
